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表紙の写真1

噴煙たなびく桜島:TM画像

古宇田亮一(鉱床部)･田村秀行(電総研)

地球観測衛星ランドサットの最新型は昭和59年3月に打上げられて以来順調

に地球表面の画像を送信し続けている.この最新型･5号には従来型のセン

サMSSの他により高性能のTMが搭載されている.TMセンサは30

皿より大きい地表物体を見分けることができる(従来は80mまで)｡また

新たに赤外領域の人間の眼ではもはや見えない貴重な地質店報も送ってくれ

る｡写真は科学技術振興調整費｢リモｰトセンシング技術の利用実証に関す

る研究｣で作成した昭和59年10月22目の桜島火山のTM画像である.ディ

ジタル処理によって地質形状を鮮鋭化し且つ色の割付けに疑似カラｰ化という

手法を用いている.中心の火口から下方へたなびくものが噴煙である.こ

こでは赤外領域波長(1.57～1.78μm)に対する可視域波長の比を青(0.53

～0.61)緑(0.62～O.69)赤(0.78～O-90μm)にとっている.大きな地形差が減

少し微妙な地質差があらわれている.特に熔岩の時代差などは明瞭であろう.
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